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人は難しい。人と

人との関係

動物と人間はど

う違う。どちら

も生きもの

人を人たらしめる

ものは何？

人の存在とは何？

体が消えたらなく

なる？

人間としての価値

は？生き方、価値

をどう高める

鏡に映る自分

水に映る自分

動物、生き物

けだもの→本能的

欲望の奴隷

帰巣本能

食べる→食欲→音

声（叫び）

快・不快

悲しむこともある

人間、生き物

牛馬を食べる→生

む、殺す

自然の一部

生きようとする本

能→欲望

ことば、言語を使

う

人間らしさ、人間

らしくありたい

倫理、道徳、もの

のあはれ

社会を形づくる

宗教心

火を使う

与えられた生（欲

望）を生ききる

承認の欲求、欲望

→評価

役に立つ、名誉→

幸せ感

共感される（いい

ね！） 快・不快のみ

無難を求める

自分がない→価値

にならない

自分の存在を自分

で考える

われ思う、知りた

いという欲望

本能に閉じ込めら

れた欲望

欲望の限界＝本能

を超える→言語

過去、現在、未来

という時間の意識

A.Iにより欲望の変

化

人間関係がめんど

くさい

自分がかわいい、

傷つきたくない
人を愛する、役割

を果たす

人間関係の暴力性

→それへの復讐

結婚→損する

A.Iと結婚するとい

う

言語の暴走

（プログラミング

言語）

幻想の中でのみの

生存（存在）

引きこもり

A.Iが人間意識の機

能を全て把握し作

り出す、という

詩や音楽など心か

ら生じるものもA.i

がつくりだす？

人間の意識現象は

腸内細菌など体内

の生きものの力を

借りて出来上がっ

ているもの

もともと言語以前

の、快・不快が依

存作用しあって構

造を作っているも

の

言語は意識のほん

の一部の機能に過

ぎない

人間は問うことが

できるだけ

答えはA.Iが出す？

言語意識の肥大と

暴走

いままで～してき

た私は、これから

～でありうるため、

いま～する


